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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基体、該基体上に設けた層構造、及び該層構造上に設けた、該層構造を湿気に対し保護
するためのバリヤー層を有し、該層構造が、光学的又は電気的に活性の膜を有し、該バリ
ヤー層が、分子量１０００以上の高分子量ポリオールとしてポリビニルブチラールと紫外
線硬化性樹脂としてエポキシ樹脂との反応生成物（但し、該高分子量ポリオールの量は該
硬化性樹脂に対し１重量％を超え、特に硬化性樹脂に対し１～３０重量％の範囲である）
を含むことを特徴とする太陽電池。
【請求項２】
　前記バリヤー層を、前記太陽電池の１つの外表面に少なくとも配置したことを特徴とす
る請求項１に記載の太陽電池。
【請求項３】
　前記太陽電池が、カバーと、バリヤー層上に設けた中間接着層とを有する積層構造を更
に有することを特徴とする請求項１又は２に記載の太陽電池。
【請求項４】
　前記カバーが、少なくとも１つのプラスチック層を有することを特徴とする請求項３に
記載の太陽電池。
【請求項５】
　前記カバーが、ガラス板であることを特徴とする請求項３に記載の太陽電池。
【請求項６】
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　前記中間接着層がポリビニルブチラールの層であることを特徴とする請求項３に記載の
太陽電池。
【請求項７】
　前記層構造が、感湿性吸収層を有し、特に該感湿性吸収層は銅－インジウム－二セレン
化物を含有することを特徴とする請求項１又は２に記載の太陽電池。
【請求項８】
　前記バリヤー層が、層構造の外表面を越えて延びていることを特徴とする請求項１又は
２に記載の太陽電池。
【請求項９】
　基体を供給する工程、
　該基体上に、感湿性吸収層を有する層構造を蒸着する工程、及び
　該層構造の表面に、分子量１０００以上の高分子量ポリオールとしてポリビニルブチラ
ール及び紫外線硬化性樹脂としてエポキシ樹脂を含有する液体樹脂組成物（但し、該高分
子量ポリオールの量は該硬化性樹脂に対し１重量％を超え、特に硬化性樹脂に対し１～３
０重量％の範囲である）を塗布し、次いで該高分子量ポリオールを該硬化性樹脂と反応さ
せて、該層構造を湿気から保護するためのバリヤー層を形成する工程、
を含む太陽電池の製造方法。
【請求項１０】
　前記バリヤー層に、接着層、特にポリビニルブチラールの層により、カバーを積層する
工程を更に含む請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記反応が紫外線照射処理により行われる請求項９又は１０に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基体、及び該基体上に設けた層構造を有し、該層構造が感湿性で保護を必要
とする部品に関する。この層構造を保護するため、該層構造を被覆するバリヤー層を更に
有する。バリヤー層は、キャップ層とも呼ばれる。感湿性の層は、同様に感腐蝕性なので
、“感湿性”という表現は、“感湿性”、“感腐蝕性”又は“感湿性及び感腐蝕性の両方
”を言うのに使われる。
【０００２】
　本発明に関連する部品の例は、層構造が、放射線検出器、太陽電池又は太陽モジュール
のような光学的又は電気的に活性の薄膜、或いは発光表示装置及び液晶表示（ＬＣＤ）ス
クリーンのような光電子部品を含む部品である。
【背景技術】
【０００３】
　太陽電池の中でも薄膜太陽電池は、特に突出した位置を占める。薄膜太陽電池は、従来
の太陽電池よりも本質的に更に効率的な価格で製造できるので、技術の進歩が著しい。薄
膜技術は、基体上に厚さ０．００２ｍｍの吸収層を直接、蒸着することを基本とする。層
構造は、更に基体上にモリブデン裏面電極及び吸収層上に前面電極を有する。この製造方
法では、モジュール電圧を上げるため、直列接続を一体化し、このようにして高価なハン
ダ付け手順を避けている。吸収層は、感湿性の層である。しかし、吸収層は、傷つき易い
ばかりでなく、これらの電極も感湿性である。
【０００４】
　好適な薄膜吸収層としては、銅－インジウム－二セレン化物（ＣｕＩｎＳｅ２、要約し
てＣＩＳ）がある。ＣＩＳ技術は、高い効率、良好な長期安定性及び低価格を達成するの
に特に有望視されている。好適な基体はフロート（ｆｌｏａｔ）ガラスである。得られる
１７～１８％の最大効率は、あらゆる薄膜セルの中でも最も高い。単独の場合に小さいセ
ルで得られるのはこれらの値より更に高いけれども、モジュール効率は１４％以下である
ということが、この技術の可能性を示す。他の利点は、大きいパネルに製造できる層は、
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レーザーで切断され、その後、一体的直列接続に自動的に接続されることである。
【０００５】
　市場の品質要件に適合させるには、太陽モジュールは、一連の各種テスト手順を首尾よ
く通過しなければならない。これら手順の１つは、太陽モジュールの耐候性をテストする
必要がある減衰（ｄａｍｐ）－加熱テストである。このテストでは、モジュールは、公知
の規格ＩＥＣ　１２１５に従って相対空気湿度８５％で１０００時間、８５℃の温度に曝
される。
【０００６】
　感湿層が湿気を受けると、シート抵抗は増大し、封入の品質によって、シート抵抗の増
大が決まる。
　シート抵抗ρs（オーム）は、エッジから薄層内部を見たときの薄層材料の抵抗の尺度
である。式ρs＝ρ／ｔにおいて、ｔは層の厚さ（ｃｍ）、ρは材料の固有抵抗（オーム
・ｃｍ）である。固有抵抗はρ＝ＲＡ／ｌ〔但し、Ｒは層の抵抗（オーム）、Ａは層の断
面積（ｃｍ２）、ｌは層の長さ（ｃｍ）である〕として定義される。
【０００７】
　部品の感湿性低下は、接着性箔及びできれば第二ガラス板を有する積層配列を単に封入
しただけでは達成できない。
　積層構造、特に太陽モジュールへの湿気の拡散を防止する１つの可能性は、湿気拡散用
の長い通路を作ることである。通路を作るには、１５ｃｍを超える十分に広いエッジ又は
リムを必要とする。しかし、このように広いエッジ又はリムは、有効モジュール表面をか
なり減少させるため、太陽モジュールでは許容できない。
【０００８】
　ドイツ特許出願公開Ｎｏ．１９７０７２８０には、他の解決法が開示されている。この
方法は、Ａｌ２Ｏ３、Ｓｉ３Ｎ４、ＴｉＮ、ＭｏＮ及びＳｉＯｘＮｙよりなる群から選ば
れた無機バリヤー層を供給することである。
　ドイツ特許出願公開Ｎｏ．１９５１４９０８は、基体、該基体上に設けた層構造、及び
該層構造上に設けたバリヤー層を有し、該バリヤー層がポリイソシアネートと、トリメチ
ロールプロパンをベースとする三官能性ポリオールとの反応生成物を含む部品を開示して
いる。これは、従来のポリウレタン系である。
【特許文献１】ドイツ特許出願公開Ｎｏ．１９７０７２８０
【特許文献２】ドイツ特許出願公開Ｎｏ．１９５１４９０８
【特許文献３】ヨーロッパ特許出願公開Ｎｏ．９０３７９０
【特許文献４】ヨーロッパ特許出願公開Ｎｏ．９０３７９０
【特許文献５】ＵＳＡ特許明細書Ｎｏ．６２０４４４３
【特許文献６】ＵＳＡ特許明細書Ｎｏ．６２８８３２６
【特許文献７】ＤＥ　４４４２８２４Ｃ１
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の目的は、感湿性がなく、無機バリヤー層よりも簡単に、しかも余分な高い費用
を要することなく製造でき、通常操作中は勿論、前記テスト条件に対し安定性が向上した
部品を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この目的のため、本発明の部品は、基体、該基体上に設けた層構造、及び該層構造上に
設けたバリヤー層を有し、該バリヤー層が、高分子量ポリオールと硬化性樹脂としてエポ
キシ樹脂との反応生成物を含む。
【００１１】
　本明細書及び特許請求の範囲において、“硬化性樹脂”という表現は、架橋性樹脂、熱
硬化性樹脂又は加硫性樹脂を言うのに使用される。
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　ここでヨーロッパ特許出願公開Ｎｏ．９０３７９０を参照する。この刊行物は、基体、
該基体上に設けた層構造及び該層構造上に設けた封入性材料の上層を含む部品を開示して
いる。上層の封入性材料は、エチレン－酢酸ビニル共重合体、エチレン－アクリル酸メチ
ル共重合体、エチレン－アクリル酸エチル共重合体及びポリビニルブチラール樹脂のよう
なポリオレフィン系樹脂、ウレタン樹脂、シリコーン樹脂及び弗素樹脂を含有する。下層
の封入性材料は、エチレン－酢酸ビニル又はポリビニルブチラールを含む。この刊行物は
、本発明とは関係ない。
【００１２】
　更に、ＵＳＡ特許明細書Ｎｏ．６２０４４４３を参照する。この刊行物は、基体、該基
体上に設けた層構造、及び該層構造上に設けた充填剤側面層を有し、該充填剤側面層は、
２つの架橋樹脂層間に挟んだ非架橋ポリマー樹脂（エチレン－酢酸ビニル共重合体、ポリ
ビニルブチラール、エポキシ樹脂、アクリル樹脂、シリコーン樹脂及び弗素樹脂）の層を
有する。架橋剤は、イソシアネート、メラミン又は有機過酸化物である。この刊行物は、
本発明とは関係ない。
【００１３】
　更に、ＵＳＡ特許明細書Ｎｏ．６２８８３２６明細書を参照する。この刊行物は、基体
、該基体上に設けた層構造及び該層構造上に設けた封入層を有し、該封入層は、エチレン
－酢酸ビニル共重合体及びポリイソブチレン樹脂を含有する。この刊行物は本発明とは関
係ない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下に本発明を図面を参照して例示により更に詳しく説明する。
　ここで、図１は、本発明部品の概略図であって、断面の縮尺図を示すものではない。
　図２は、ポリビニルブチラールの構造式を示す。
　図３は、ポリビニルブチラールとエポキシ樹脂との反応を示す。
　図４は、テストで使用した部品の概略図であって、断面の縮尺図を示すものではない。
【００１５】
　図１を参照すると、本発明部品は、基体１を有し、その上に層構造２が蒸着されている
。層構造２は、基体１上に蒸着した裏面電極３、該裏面電極３上に蒸着した吸収層４及び
吸収層４の受光面上に設けた少なくとも１つの前面電極５を有する。
【００１６】
　本発明部品は、更に硬化性樹脂と高分子量ポリオールとの反応生成物を含むバリヤー層
７を有する。バリヤー層７は、層構造２の外表面を越えて延び、基体１のリム８上で終わ
る。バリヤー層の厚さは、好適には１００ｎｍ～２ｍｍの範囲である。
【００１７】
　部品を完全に被覆するため、従来の積層体が施工される。積層体は、透明ガラスのカバ
ー１０と接着層１１とからなる。この接着層により、積層体は、バリヤー層７に接着され
る。接着層１１は、好適には厚さ０．５ｍｍのポリビニルブチラールよりなる層である。
積層体は、１５０℃の温度で施工される。
　簡易化のため、通常操作中に発生する電流を運ぶ裏面電極３及び前面電極５に取付けた
電気接点は図示しなかった。
【００１８】
　硬化性樹脂及び高分子量ポリオールを含有する液体樹脂組成物からバリヤー層を形成す
る方法を以下の段階で説明する。
　本発明のバリヤー層は、耐湿性ばかりでなく、基体に良好に接着するので、基体１とバ
リヤー層４間のリム８での界面沿いの湿気の拡散が防止される。出願人は、バリヤー層自
体を通る湿気の拡散は、バリヤー層と基体間の界面沿いの湿気の拡散に比べて、重要では
ないことを見い出した。
【００１９】
　本発明のバリヤー層は、硬化性樹脂と高分子量ポリオールとの反応生成物を含む。バリ
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ヤー層は、硬化性樹脂と高分子量ポリオールとの反応生成物を含む液体樹脂組成物を、被
覆すべき部品の表面に塗布し、次いで高分子量ポリオールを硬化性樹脂と反応させること
により得られる。
　液体樹脂組成物の塗布は、噴霧、刷毛塗り、浸漬、回転塗布、スクリーン印刷等により
行える。
【００２０】
　塗布のため、液体樹脂組成物は、更に溶剤、例えば噴霧又はブラシ塗り用の溶剤、酢酸
エトキシプロピルで希釈できる。
　液体樹脂組成物の塗布後、高分子量ポリオールと硬化性樹脂間の反応を進行させる。
　高分子量ポリオールは、特に分子量（ｍｏｌａｒ　ｍａｓｓ）約１０００以上の高分子
量ポリオールである。高分子量ポリオールの例は、ポリビニルアルコール、ポリエステル
ポリオール及び／又はポリエーテルポリオールである。
【００２１】
　特に好適な高分子量ポリオールは、遊離のヒドロキシル基を有するポリビニルブチラー
ル（ＰＶＢ）である。その構造を図２に示す。ｍ、ｎ、ｏによって、異なる物理的及び化
学的特性が得られる。分子量又は重合度は、それぞれ、熱及び機械的特性、並びに溶液の
粘度にとって極めて重要である。
　高分子量ポリオールは、上記例の高分子量ポリオールの混合物であってもよい。
【００２２】
　第二の成分は、エポキシ樹脂形態の硬化性樹脂である。第二成分は、エポキシ樹脂とイ
ソシアネートとの混合物であってもよい。
　高分子量ポリオールと硬化性樹脂間の反応は、硬化又は架橋と呼ばれる。溶剤が存在す
れば、反応は、溶剤のフラッシュ除去後、始める。反応は、例えば市販の水銀放電ランプ
による紫外線（ＵＶ）照射処理により行われる。
【００２３】
　高分子量ポリオールと硬化性樹脂との反応の概略を図３に示す。
　硬化性樹脂は、エポキシ樹脂である。バリヤー層に装入されたエポキシ樹脂は、脂肪族
、脂環式又は芳香族エポキシドであってよく、脂肪族エポキシド及び脂環式エポキシド、
即ち、環エポキシ化エポキシドが好ましい。エポキシ樹脂は、脂肪族エポキシド及び／又
は脂環式エポキシドが７０重量％以上よりなるものが有利である。
【００２４】
　特に、エポキシ化ポリブタジエン又はエポキシ化大豆油は、脂肪族エポキシドであるが
、別の使用可能なエポキシドは、例えば酸化ドデセン及びヘキサヒドロフタル酸のジグリ
シジルエステルである。脂環式エポキシドは、ジエポキシドが好ましい。このようなジエ
ポキシドは、例えば３，４－エポキシシクロヘキシルメチル－３’，４’－エポキシシク
ロヘキサンカルボキシレート（ＥＥＣ）及びビス（３，４－エポキシシクロヘキシルメチ
ル）アジペートである。他のこの種のエポキシドは、例えば４つのメチレン単位からなる
、アジピン酸誘導体の脂肪族鎖が、５～１５のメチレン単位を持った鎖で置換された化合
物である。
【００２５】
　基本的な硬化化学は、エポキシ樹脂のカチオン重合及び好適なポリヒドロキシル化合物
との共重付加である。ＰＶＢは、この種のヒドロキシル化合物であるから、得られる高品
質成型材料の架橋形成に化学的に装入又は関与する。得られる成型材料は、ジュロ可塑性
（ｄｕｒｏｐｌａｓｔｉｃ）で、良好な接着性を示し、また良好な引張り強さ及び弾性を
示す。更にこの成型材料は、良好な光伝送能力を有するので、太陽電池や発光部品用に特
に好適である。
【００２６】
　紫外光架橋の駆動能力により、ラッカー層の迅速な硬化が可能である。硬化は、熱では
全く駆動されないので、短波光を除外した場合は、この配合物の可使寿命は、殆ど制限さ
れない。これにより、塗布方法に柔軟性が与えられ、塗布の自動化が容易になる。通常、
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真空プロセスでも高温プロセスでも塗布及び硬化の必要はない。存在する可能性がある溶
剤のフラッシュ除去を促進すると共に、紫外線露光後の最終的な硬化を促進するためにだ
け、僅かな昇温が有効かも知れない。
【００２７】
　ＰＶＢ含有硬化性樹脂は、好ましくは硬化性樹脂に含まれる光開始剤の吸収に相当する
波長のランプ又はレーザーで紫外線に露光する。例えば露光は、紫外線Ａ範囲内で１００
ｍＷ／ｃｍ２の電力密度を有する水銀放電ランプにより照射時間２０秒で行われる。次に
６０℃の熱処理を２０分行うことにより、水及び酸素に対するバリヤー効果は更に向上す
る。
【００２８】
　本発明のバリヤー層に好適な液体樹脂組成物は、エポキシ化合物、特にジエポキシド（
組成物に対し３０～９５重量％）、ポリビニルブチラールを好適には組成物に対し１～１
５重量％、及び光開始剤を含有する。任意に、消泡剤、均展剤及び／又は定着（ａｄｈｅ
ｓｉｏｎ　ｐｒｏｍｏｔｉｎｇ）剤のようなラッカー添加物を含有できる。塗布方法によ
っては、更に溶剤を含有できる。溶剤は、紫外線硬化の前にフラッシュ除去する。
【００２９】
　ＯＨ基の含有量によっては、ＰＶＢは、他の反応パートナーにより更に架橋される。実
用的には、エポキシ樹脂、フェノール樹脂及びメラミン樹脂のような反応剤が使用される
。他の用途には、対応して触媒した、フェノールカルバミド樹脂及びメラミン樹脂や、ポ
リイソシアネート及びジアルデヒドが共反応剤として使用できる。ここでは紫外線硬化の
代りに、熱硬化も利用できる。
【００３０】
　特にカチオン的に開始された硬化性樹脂の或る程度までの硬化、即ち、紫外線硬化によ
り、“１つの”高分子量分子が得られる。この分子は、保護すべき成分の能力を低下させ
る低分子脱ガス性成分を含有しない。紫外線硬化後、熱処理、好ましくは１２０℃以下の
温度の熱処理を行うのが有利かも知れない。一般に低温限界は、硬化した硬化性樹脂のガ
ラス転移点未満の１０～２０℃である。熱処理（後硬化）により、水及び酸素に対するバ
リヤー層のバリヤー効果は、更に向上できる。
【００３１】
　特に、樹脂は紫外線硬化性、即ち、紫外光の作用下で硬化する。本発明では、紫外線硬
化性エポキシ樹脂が特に好適である。
　高分子量ポリオールは、硬化性樹脂に対し好適には１重量％を超え、特に５重量％を超
える。高分子量ポリオールの量割合は、硬化性樹脂に対し好ましくは１～１５重量％の範
囲であるが、硬化性樹脂に対し３０重量％以下であってもよい。
【００３２】
　バリヤー層は、不浸透層、即ち、孔がなく、光学的に透明でエッジ被覆として公知の手
順で塗布できる。不浸透性又は無孔性に応じて、このような層は、湿気に対し確実に十分
保護するのに既に十分可能性がある厚さ１μｍのバリヤー層で製造される。勿論、これよ
り厚いバリヤー層も可能である。完全に無孔ではないか、完全に均質ではないか、或いは
リムを十分被覆しないバリヤー層を得る場合の塗布方法については、更に厚いバリヤー層
を選択することが好ましい。層構造上に地形的な高い段が存在する場合は、バリヤー層の
良好なエッジ被覆のため、約２ｍｍ以下の層厚が選択される。
【００３３】
　硬化性樹脂に高分子量ポリオールを添加することにより、特に硬化性樹脂のフィルム形
成特性が改良される。更に、ＰＶＢ層又はその他の高分子量ポリオール層は、部品の組立
て又は太陽電池の製造中、積層用の層として頻繁に使用される。これらのバリヤー層は、
硬化性樹脂内の高分子量ポリオールに見事に結合しているので、高分子量ポリオール含有
硬化性樹脂製のバリヤー層に対し特に密な接続を形成する。
【００３４】
　バリヤー層は、対湿気保護用のバリヤー層として形成され、部品の１つの外表面に少な
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くとも設けられる。この外表面は、層構造の外表面であって、層構造で被覆されていない
基体表面の少なくとも一部である。高分子量ポリオール含有硬化性樹脂製のバリヤー層に
より、例えば薄膜太陽モジュールは、性能低下５％未満で可視的な腐蝕被害がないという
、冒頭で述べた減衰－加熱耐候テストに合格する構造とすることができる。
【００３５】
　本発明のバリヤー層は、被覆された層構造の機能に適合する上、例えば光学的に透明か
又は電気的に絶遠性なので、層構造に対し悪影響を示さない。またバリヤー層は、層構造
中に装入した光学又は電気部品の操作に影響を与えないか、又はその特性を損なわない。
　バリヤー層は、電気又は光学機能層或いは基体として使用される殆どの材料に対し良好
な接着性を示す。別の接着性付与層を必要とするかも知れない。
【００３６】
　層構造は、１つ又は幾つかの数の層を含む従来の層構造に追加する層としてバリヤー層
を含むことができるので、更に従来の被覆、例えば積層体で被覆できる。こうして、ガラ
ス板及び中間接着層からなる積層体も、層構造を被覆するバリヤー層上部に付与できる。
更に又は代りに、その他の部品をバリヤー層上部において注型樹脂層又はその他の注型用
化合物で被覆又は封入することができる。
【００３７】
　本発明のバリヤー層は、従来のホットメルト接着層の上又は下で良好な接着性を示し、
このように使用されるので、バリヤー層を被覆する積層体の施工に特に好適である。これ
は、高分子量ポリオールと積層体間の密な接続によるものである。ホットメルト接着膜の
良好な接着性、したがって積層体構造全体の良好な接着性により、更に不浸透性が向上し
、層構造と積層体間又はバリヤー層と積層体間の界面沿いの湿気の拡散がそれぞれ防止さ
れる。
【００３８】
　バリヤー層は、例えばガラスからなる基体上の下部エッジの上からも、横及び端（ｅｎ
ｄ）からも感湿性である層構造を囲むことが好ましい。本発明のバリヤー層は、金属層又
はパッシベーション層も被覆できる。パッシベーション層は、無機バリヤー層であっても
よい。パッシベーション層に好適な材料は、酸化珪素、窒化チタン及び窒化モリブデンで
ある。後者の２つは、特に硬く、また耐引掻き性でもある。本発明のバリヤー層は、全て
の層に対し良好な接着性を示し、こうして、これらの層に対し湿気不浸透性で化学的に安
定な界面を形成する。
【００３９】
　本発明の一実施態様では、層構造は、少なくとも１つの電極を有する電気部品であって
、一方の電極は、基体上に直接設けた電極層により形成したものである。この電極は、裏
面電極と呼ばれ、裏面電極は、一体的直列接続の薄膜太陽モジュール用に特に好適な電極
構造が得られるように、構造化できる。
【００４０】
　必要な電極構造の他、この裏面電極層からは、少なくとも２つの電極用の電気接続が形
成され、部品領域内から横方向に案内できる。このような配列は、例えば半田付けした電
気接続を有する従来の配列とは対照的に、構造段を追加することなく、特に平坦に形成で
きるという利点がある。これにより、本発明のバリヤー層によるエッジ被覆の囲いが容易
化する。
【００４１】
　バリヤー層の下の部品の層構造の中から案内され、第一電極層から形成された電気接続
は、耐腐蝕性金属で構成できる。しかし、電気接続は、導電性パッシベーション層、特に
窒化チタン又は窒化モリブデン層で被覆することが好ましい。パッシベーション層は、下
部電極層を完全に被覆し、これに従って構造化できる。下部電極層を電気接続の領域中、
特にバリヤー層の下の接続を通るリードの領域中だけ、独占的にパッシベーション層で被
覆することも可能である。
【００４２】
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　本発明の他の有利な実施態様は、前述のＣＩＳ薄膜太陽モジュールに関する。例えばド
イツ特許Ｎｏ．ＤＥ　４４４２８２４Ｃ１から知られるように、太陽電池の最大効率には
、ＣＩＳ吸収層中の規定アルカリ含有量が必要である。ガラス基体を併用すると、ＣＩＳ
吸収層中の規定アルカリ含有量は、ガラス基体又は裏面電極層の真上のアルカリバリヤー
層で達成できるだけなので、裏面電極上にパッシベーション層として形成した本発明のバ
リヤー層は、このようなバリヤー層用に都合良く使用できる。同時に、窒化チタン又は窒
化モリブデン製のバリヤー層は、それぞれ、外側に案内する電気接続用のパッシベーショ
ン層として、又は下部電極全体用のバリヤー層として働くことができる。前記バリヤー層
は、太陽電池上の別のバリヤー層に対し特に良好な接着性を発揮し、これとのバリヤー層
に対し特に良好で不浸透性の界面を形成する。
【実施例１】
【００４３】
　本発明を更に幾つかの実験に関する例示により説明する。再現可能な結果を得るため、
出願人は、基体上にドープ電極酸化亜鉛を化学蒸着したガラス基体を有する特定部品につ
いて減衰－加熱テストを行った。テスト部品に電極を装着し、シート抵抗を測定した。し
かし、太陽モジュールで充填（ｆｉｌｌ）ファクターを得るには、低い値が必要である。
【００４４】
　図４を参照すると、図４は、テスト部品の概略断面図である。厚さ２ｍｍの窓ガラス板
ソーダ石灰ガラス（長さ１０ｃｍ、幅１０ｃｍ）の基体２０上に、厚さ１．５μｍの朋素
ドープ酸化亜鉛層２１を化学蒸着により施工した。酸化亜鉛層の施工後、基体２０から１
０ｍｍ幅の酸化亜鉛片を除去し、４つの被覆のないリムを作った。その中のリム２３、２
４を図４に示す。次に２つの金属接点片（図示せず）を反対側の酸化亜鉛層に結合した。
その結果、酸化亜鉛層のシート抵抗は、確実に測定できる。
【００４５】
　接点片の施工後、バリヤー層２６を以下に説明するように、施工した。その後、ポリビ
ニルブチラールの接着層２９によりガラスカバーをバリヤー層に接着した。厚さ０．５ｍ
ｍの接着層２９は、加圧下に１２８４５℃で３０分間硬化させた。加圧は、真空室（室内
に部品と一緒に）と加圧室とを分ける膜（図示せず）によりガラスカバー２８上から行っ
た。膜上の圧力差は、４５０ミリバールであった。
【００４６】
　本発明バリヤー層の有効性を示すため、４つの実験を行って、減衰－加熱テストでの酸
化亜鉛層のシート抵抗を測定した。このテストでは、モジュールは、相対空気湿度８５％
で１０００時間、８５℃の温度に曝される。
　本発明のバリヤー層は、次のようにして作製した。まず、液体樹脂組成物を製造した。
液体樹脂組成物は、ポリビニルブチラール３５ｇ、脂環式エポキシ樹脂３５７ｇ、ＯＨ－
１３４　２３６ｇ 、ビスフェノールＡと脂環式エポキシ樹脂Ａｒａｌｄｉｔ　ＣＹ　１
７９との１：３の割合からなる、エポキシ化大豆油１５７ｇ、三官能性ポリエステルポリ
オール１９７ｇ、トリアリールスルホニウムヘキサフルオロアンチモネート９．８ｇ、（
３－グリシドキシプロピル）トリメトキシシラン３．９ｇ、ジメチルポリシロキサン誘導
体３．４ｇよりなる。
【００４７】
　次に、酸化亜鉛層及び該酸化亜鉛層の周りのリム２３、２４を被覆するように、部品上
に液体樹脂組成物を刷毛塗りした。更に、紫外線条件下で樹脂組成物を硬化させた。
　次に、金属接点片（図示せず）に電気接続（図示せず）させた後、減衰－加熱テスト用
の容器中にテスト部品を入れた。テスト中、シート抵抗を測定した。
　得られた結果を比較するため、比較実験を行った。最初に部品は、バリヤー層で被覆し
なかった。
【００４８】
　次に従来の樹脂からなるバリヤー層により２つの比較実験を行った。第一比較実験では
、２成分系ラッカー１６４０（Ｒｈｅｎａｔｅｃｈ　Ｅｌｅｃｔｒｏｉｓｏｌｉｅｒｓｙ
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ｓｔｅｍｅから）からなる液体樹脂組成物を用いてバリヤー層を作った（比較例Ａ）。更
に第二比較実験では、液体紫外線硬化性アクリレート樹脂組成物Ｍｕｌｔｉ－Ｃｕｒｅ　
９８４（商品名）ＬＶＵＦ（Ｄｙｍｅｘ　Ｅｕｒｏｐｅ　Ｇｍｂｈから）を用いてバリヤ
ー層を作った（比較例Ｂ）。
【００４９】
　本発明の組成物について説明したように、テスト部品上に樹脂組成物を刷毛塗りし、硬
化させた。
　次いで３つのテスト部品のシート抵抗を、本発明部品のシート抵抗を測定した条件と同
じ条件下で測定した。シート抵抗は、初期のシート抵抗が全ての部品について１になるよ
うに標準化した。
　これらの結果を下記表に示す。酸化亜鉛について測定した標準化シート抵抗は、本発明
のバリヤー層及び３つの比較例で測定した。
【００５０】
　時間（ｈｒｓ）　　本発明　　バリヤー層なし　　比較例Ａ　　比較例Ｂ
　０　　　　　　　　１．０　　　１．０　　　　　１．０　　　１．０
　２００　　　　　　１．０　　　１．７　　　　　１．１　　　１．０
　４００　　　　　　１．１　　　３．０　　　　　１．７　　　１．２
　６００　　　　　　１．４　　　４．１　　　　　２．５　　　１．４
　８００　　　　　　１．５　　　４．８　　　　　３．２　　　２．０
　１０００　　　　　１．８　　　５．７　　　　　４．２　　　２．９
【００５１】
この表は、本発明のバリヤー層で得られた改良を示している。
　本発明によれば、いずれの層構造、特に大きな表面を有する感天候性で感腐蝕性の薄膜
配列に対し、耐候性及び耐腐蝕性の安定な封入が巧妙に行える。本発明は、このように熱
及び／又は湿度環境に曝される太陽電池のような薄膜配列用に特に好適である。勿論、こ
れは通常、このような腐蝕促進性環境条件に曝されない層構造にも有効である。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】本発明部品の概略断面図
【図２】ポリビニルブチラールの構造式を示す。
【図３】ポリビニルブチラールとエポキシ樹脂との反応を示す。
【図４】テストで使用した部品の概略断面図。
【符号の説明】
【００５３】
１　　　基体
２　　　層構造
３　　　裏面電極
４　　　吸収層
５　　　前面電極
７　　　バリヤー層
８　　　リム又はエッジ
１０　　透明ガラスのカバー
１１　　接着層
２０　　窓ガラス板ソーダ石灰ガラスの基体
２１　　朋素ドープ酸化亜鉛層
２３　　リム
２４　　リム
２６　　バリヤー層
２８　　ガラスカバー
２９　　接着層
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【図１】

【図２】

【図４】
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